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次世代ソーラーシステム《そよ風》 

設計・工事 説明書（嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物編） 

 

本書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しております。 

本書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

本書は従来の瓦棒葺きではなく、嵌合式縦ハゼ葺きの屋根に集熱ガラスを設置する施工方法を記

述しています。本書記載の製品を用いて集熱ガラスを設置する際は、本書の内容を十分にご理解

の上、施工してください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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工事される方へのお願い 
 

 

・この設計・工事説明書の記載内容を外れた設置が原因で生じた故障及び損傷は、保証期間内でも有

料修理となります。 

・工事終了後、この設計・工事説明書に基づいて設置されていることを再確認してください。 

 「お客様への説明」を行ってください。 

・工事終了後、保証書に必要事項を記入し、必ずお客様にお渡しください。 
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安全のために 
 

ここでは、《そよ風２》を設計・施工する際に、注意していただきたいことを記載しております。 

《そよ風２》を設計・施工する前に必ずお読み下さい。 

注意マークの説明 

マーク 名称 意味 
 

禁止 行なってはいけない内容を告げるマークです 

 

感電注意 感電のおそれのある内容を告げるマークです。 

 

分解禁止 分解してはいけない内容を告げるマークです。 

 

指示 必ずすることを告げるマークです。 

注意事項 

マーク 注意事項 

  洗剤やシンナーを使っての清掃は行わないでください。 

  

  油煙や湯気を当てないようにしてください。故障の原因となるおそ

れがあります。 

 

暖房用ボイラーを設置する場合には、追い焚き機能のある複合機で

はなく、必ず暖房専用機を使用してください。 

 

お湯採り機能や補助暖房機能を設置する場合には、コイルや配管の

凍結破損を防止するために、必ず不凍液を使用してください。 

  

積雪地に設置する場合は、屋根を積雪に耐えられるような構造と

し、集熱チャンバーやそよ風ユニットにかかる荷重を耐えられる

よう、補強をするか又はそれに代わる処置を講じてください。 
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マーク 注意事項 

 
塩害地に設置する場合は、塩害に対応する緊結金物を使用してく

ださい。 

 

屋根等で作業する場合、必ず安全防護具を着用してください。 

 
屋根等への引き揚げ作業時には必ず安全対策を施してください。 

 

 

凍結防止が必要な場合は、配管の保温工事を行なってください。 
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嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物編 
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集熱屋根材について 

 非遮熱鋼板を採用する 
大手鋼板メーカー各社は、2009 年の夏頃より屋根用ガルバリウム鋼板の塗装を遮熱タイプに切

り替えております。しかし屋根鋼板の発熱現象を利用して熱を得る《そよ風》の集熱面は、非遮

熱タイプで黒色の屋根鋼板が好ましく、下記 2 メーカーの製品が入手可能になっております。 

 

メーカー名（その１） 
  JFE 鋼板株式会社 

製品名 

  和みーFIT GL つやけし 

色名 

  リアルブラック NC 

取扱商社 

  片山鉄建株式会社 

東京営業所 販売第二チーム 課長 山本真作様 TEL 03-3551-6321 

非遮熱塗装品の品揃え 

色名         板厚×コイル幅 

リアルブラック NC  0.35×914  

リアルブラック NC  0.40×914  

メーカー名（その２） 
  日鉄鋼板株式会社 

製品名 

  ニスクプロコート ブラック 非遮熱 

色名 

  （表）：RK2040（名称：ブラック） 

    （裏）：RK2039（名称：N-5F） 

取扱商社（東日本(東北～愛知)） 

  ビルトマテリアル株式会社 

販売支援企画室 担当 桑田展佳様 TEL 03-3460-3118 

取扱商社（西日本(関西～九州)） 

    NS プロスチール建材株式会社 

         担当 九州営業所 所長 岡田 司様 TEL 090-7967-9881 

非遮熱塗装品の品揃え 

色名         板厚×コイル幅 

ブラック       0.40×914   
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嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物 

嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物の特徴 
従来のガラス集熱面は、芯木のある瓦棒葺きの屋根に、上部からのビス打ちで強化ガラスを金物固定

していました。芯木部分を板金の上からビスが貫通しているので、止水処理が不十分ですと瓦棒の芯

木や通気垂木、場合によっては野地板まで腐朽してしまう恐れがありました。 

本書で説明するガラス押え工法は、集熱ガラスを 1 枚ごとにアルミフレームでパネル化し、縦ハゼの

立ち上がり部分にパネル固定金具をボルトで挟み込んで取付け、その上にガラスパネルを取付ける方

法です。そのため、板金部分のビス貫通を必要最低限に止めることができ、屋根部分の耐久性にほと

んど悪影響を与えないという特徴を有しています。 

嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物 使用上の注意 
使用できる縦ハゼ 

本書のガラス押え金物は、働き幅 333 もしくは 455 の片山鉄建(株)製の「EK クイックルーフ 333

及び 455」、もしくはビルトマテリアル(株)製の「デコルーフ H25-333 及び H30-455」、NS プ

ロスチール建材(株)製の「NS-立平君(働き幅 333 のみ)」に装着できるように製作されています。  

他メーカーの嵌合式縦ハゼをご使用になりたい場合は、働き幅を守ると同時に、専用のパネル固定金

具を弊社から取り寄せて、必ず実物屋根材で緩みなく固定できることをご確認の上、施工会社様の責

任で採用の可否をご判断ください。 

 

 

 

 

 

 

 

その他の注意事項  

嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物は、ケラバ金物カバー以外すべての部材がジャストカットで製作され

ています。そのためガラスパネルの働き寸法や強化ガラスの製作寸法が規定されています。 

455 縦ハゼの場合はガラスパネルの働き幅が 910 となり、屋根材 2 列ごとにガラスを割り付けてい

ただきます。333 縦ハゼの場合はガラスパネルの働き幅が 999 となり、屋根材 3 列ごとにガラスを

割り付けていただきます。 

強化ガラスの製作寸法は下記のようになり、施工会社様でご用意いただきます。 

  455 縦ハゼの場合：W＝872 L＝2000 t＝4 

  333 縦ハゼの場合：W＝961 L＝2000 t＝4 

屋根葺き工事の実施にあたっては、施工時の温度条件、屋根材の加工条件等により、本来規定されて

いる働き幅が狂わないように、屋根葺き材の出来上がり寸法を施工者様の責任で監理してください。 

嵌合式縦ハゼ 形状参考図 

（EK クイックルーフ 455） 
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 嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物の部材構成 
嵌合式縦ハゼに集熱ガラスを取付けるには、強化ガラスにアルミフレームを取付け、ガラスパネルに

加工します。以下に働き幅 455 の場合と 333 の場合それぞれの部品構成図を示します。 

パネルは西端用の「左ケラバ側パネル」と東端用の「右ケラバ側パネル」及び中間部分の「中間部パ

ネル」という 3 種類で構成されています。 

それぞれのパーツには部材識別のためのシールが裏面(下面)に貼ってありますので、ご確認願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱ガラスパネル部品構成図 ＠333 

 
集熱ガラスパネル部品構成図 ＠455 
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各部納まり参考図 

屋根材との取り合い部分の詳細 
ガラスパネルと屋根材を緊結するパネル固定金具の取り合い部詳細図を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西(左)ケラバ側及び中間部母屋方向断面 

中間部及び東(右)ケラバ側母屋方向断面 

パネル端部流れ方向断面 

パネル中央部流れ方向断面 
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集熱ガラスの取付け下地 
水上部分の下地等納まり参考図 

北側に集熱チャンバーがある場合の取付け下地納まり例（棟換気無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棟包み板金 

捨て水切り 

エプロン面戸 

板金 

防水紙・防水テープ 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

気密部材 

コーキング 

アルミアングル 

集熱ガラス取付け時の下地 

棟まわり完成状況 

アルミアングル 

気密部材 

コーキング 

防水紙・防水テープ 
板金 

エプロン面戸 

捨て水切り 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

ブチル両面防水テープ 

ブチル両面防水テープ 
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北側に集熱チャンバーがある場合の取付け下地納まり例（リッヂベンツによる棟換気あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板金 

防水紙・防水テープ 

コーキング 

気密部材 

アルミアングル 

棟包み板金 

捨て水切り 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

リッヂベンツ（日本住環境(株)） 

気密部材 

捨て水切り 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

アルミアングル 

板金 

防水紙・防水テープ 

コーキング 

集熱ガラス取付け時の下地 

棟まわり完成状況 

エプロン面戸 

ブチル両面防水テープ 

ブチル両面防水テープ 
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南側に集熱チャンバーがある場合の取付け下地納まり例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱ガラス取付け時の下地 

集熱チャンバーとの取合い部完成状況 

板金 

防水紙・防水テープ 

コーキング 

コーキング 

防水紙・防水テープ 

板金 

気密部材 嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

ブチル両面防水テープ 

捨て水切り 

エプロン面戸 

アルミアングル 

アルミアングル 

ブチル両面防水テープ 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

捨て水切り 

雨押え水切り 

エプロン面戸 
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集熱チャンバーを用いない場合の取付け下地納まり例（棟換気無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱ガラス取付け時の下地 

コーキング 

棟まわり完成状況 

コーキング 

防水紙・防水テープ 

防水紙・防水テープ 

板金 

板金 

ブチル両面防水テープ 

ブチル両面防水テープ 

エプロン面戸 

エプロン面戸 

捨て水切り 

捨て水切り 

棟包み板金 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 
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集熱チャンバーを用いない場合の取付け下地納まり例（リッヂベンツによる棟換気あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱ガラス取付け時の下地 

板金 

防水紙・防水テープ 

コーキング 

防水紙・防水テープ 

コーキング 

棟まわり完成状況 

ブチル両面防水テープ 

ブチル両面防水テープ 

板金 

エプロン面戸 

エプロン面戸 

捨て水切り 

捨て水切り 

棟包み板金 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

嵌合式縦ハゼ(働き幅＠455) 

リッヂベンツ（日本住環境(株)） 
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ガラスパネル用部品寸法図（縦ハゼ 働き幅 455） 
 水上金物 部品断面図（s1L、s1M、s1R 共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

左(西)ケラバ水上金物 s1L 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部水上金物 s1M 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

右(東)ケラバ水上金物 s1R 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

水上 水下（ガラス側） 
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左右(東西)ケラバ側面金物 Ｋ3 部品断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

左右(東西)ケラバ側面金物 Ｋ3 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部側面金物 Ｙ2 部品断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部側面金物 Ｙ2 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

  

 

ケラバ側 ガラス側 

隣のパネル側 ガラス側 
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水下金物 部品断面図（s４L、s４M、s４R 共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

左(西)ケラバ水下金物 s４L 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部水下金物 s４M 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

右(東)ケラバ水下金物 s４R 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

水下 水上（ガラス側） 
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ガラスパネル用部品寸法図（縦ハゼ 働き幅 333） 
 水上金物 部品断面図（M1L、M1M、M1R 共通） 

 

 

 

 

 

 

 

左(西)ケラバ水上金物 M1L 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部水上金物 M1M 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

右(東)ケラバ水上金物 M1R 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

水上 水下（ガラス側） 
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左右(東西)ケラバ側面金物 Ｋ3 部品断面図 

 

 

 

 

 

 

 

左右(東西)ケラバ側面金物 Ｋ3 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

中間部側面金物 Ｙ2 部品断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部側面金物 Ｙ2 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ケラバ側 ガラス側 

隣のパネル側 ガラス側 
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 水下金物 部品断面図（M４L、M４M、M４R 共通） 

 

 

 

 

 

 

 

左(西)ケラバ水下金物 M４L 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部水下金物 M４M 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

右(東)ケラバ水下金物 M４R 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水下 水上（ガラス側） 
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ガラスパネル用共通部品 
端部パッキン（コの字・L=2100） 断面寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラスパネル取付け用部品 
パネル固定金具 部品姿図 
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ガラス受け金具 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間押え金物 部品断面図 

 

 

 

 

 

 

中間押え金物 部品姿図 

 

 

 

 

 

 

 



 

嵌
合
式
縦
ハ
ゼ
用
ガ
ラ
ス
押
え
金
物
編 

集
熱
ガ
ラ
ス
の
取
付
け 

25 

集熱ガラスの取付け 

取付けの準備 
 

強化ガラス 

下記寸法の強化ガラスを必要枚数、建設会社様でご用意いただきます。 

455 縦ハゼの場合：W＝872 L＝2000 t＝4 

333 縦ハゼの場合：W＝961 L＝2000 t＝4 

 

用意する工具等 

13mm スパナ及び 13mm インパクトドライバー用ソケット 

13mm ソケット付きトルクレンチ（トルク 15Nｍがセットできるもの） 

金切りハサミ、ヤットコもしくは板金ツカミ 

墨出用具（水糸、板金にマーキングできる筆記具、スケール等） 

インパクトドライバー 

ドリルドライバー（パネル組立て用・打撃のないもの） 

ゴムハンマー及びあて木用垂木 

バカ棒用垂木（L=1,000mm 程度） 

ガラス及び屋根清掃用雑巾もしくはウエス 

ブチルゴムの両面接着防水テープ（W=50mm、L=1ｍ程度） 

コーキング材（変性シリコン・ブラック）及びΦ10 程度のバックアップ材 

金属用ドリル刃（3mm） 

 

仮設足場 

足場は必ず軒先やケラバより高くして、メッシュシートも同様に軒先やケラバより上まで設置して、

万一の転倒やガラスの落下に備えてください。 

金属板屋根は大変滑りやすいので、屋根で作業される方はフルハーネスの安全帯をご着用いただき、

足場には必ず親綱を設置して、万全な落下防止対策を行った上で施工してください。 

なお、集熱面側等にガラスパネルが置けるステージがあると、大幅に作業効率が良くなります。 
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ガラスパネルの組立 
パネルフレーム部材の構成 

縦ハゼに集熱ガラスを取付けるために強化ガラスにアルミフレームを取付け、ガラスパネルに加工し

ます。以下に働き幅 455 の場合と 333 の場合それぞれのパネル構成図を示します。 

パネルは西端用の「左ケラバ側パネル」と東端用の「右ケラバ側パネル」及び中間部分の「中間部パ

ネル」という 3 種類で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱ガラスパネル部品構成図 ＠455 

集熱ガラスパネル部品構成図 ＠333 
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それぞれのパーツには部材識別のためのシールが裏面に貼ってありますので、ご確認願います。 

また、組み立てたガラスパネル端部の母屋方向断面図を以下に示します。 

部材の識別シールが剥がれた場合は、この断面図を参考にして部材を識別してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルフレーム組立手順 

端部パッキンの取付 

ガラスを水平に置ける作業スペースを確保します。 

最初に強化ガラスの端部に「コ」の字断面のゴムパッキンを 

取付けます。パッキンの長手方向は L=1990mm にカットし、 

短辺方向は、働き幅 455 の場合は水上側を L=850mm 

水下側を L=830mm に、働き幅 333 の場合は水上側を 

L=940mm、水下側を L=920mm にカットします。 

ガラス 1 枚で、Ｌ≒2100ｍｍのパッキンを 3 本使います。 

長手は上下約 5mm ずつ隙間が空き、短辺水上側は長手のパッキンにほぼ接し、短辺水下は、両端 

約 10mm の隙間が空きます。この隙間は雨水の水抜きとして機能します。 
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パネルフレームの組立 

部品構成図（P26 に記載）に基づき、集熱パネルを組み上げます。 

フレームがきつくてガラスが入りにくい場合は、あて木を当てて、ゴムハンマー等で軽く叩いて挿入

してください。フレーム組み立て時にシリコンスプレイ等の潤滑剤を使用する際は、フレームの表面

に付着しないように気を付けてください。フレームの表面に付着しますと、屋根の上での設置作業で

フレームに足をかけた際にスリップして危険ですので、お気を付けください。 

パネルフレームは上下の短辺方向の枠が伸びて、長辺側のフレームに被る「鳥居納まり」です。 

4 辺にフレームを取付けましたら、同梱している 

専用組立てビスでフレームを固定します。 

組立てビスは、水上、水下側のビス穴から長辺 

方向のビス受け穴に向かってねじ込みます。 

電動ドライバーを使用する際は、打撃を OFF に 

して、ドリルドライバーとしてお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防水テープの貼付け 

パネルフレームの組立てが完了したら、 

パネル水上側のビス打ち込み穴の屋根側 

（パネル裏面）に止水目的で両面接着の 

ブチルゴム製防水テープを、穴を塞ぐよ 

うに貼付けます。 

テープの寸法は、50mm×30mm 程度と 

してください。 

専用組立てビス 

ビス受け穴 
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固定金具のレイアウト 
ガラスパネルの取付けには、フレームパネルを固定する「パネル固定金具」とガラスの荷重によるた

わみを受ける「ガラス受金具」の 2 種類の固定金具を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

働き幅 455 の縦ハゼ葺きと 333 の縦ハゼ葺きについて、ガラス 4 枚の場合を例にしたパネル固定

金具とガラス受金具の設置レイアウトを以下に示します。赤丸がガラス受金具、その他がパネル固定

金具となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル固定金具 ガラス受金具 

タテハゼ＠455 の金具配置 

タテハゼ＠333 の金具配置 
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墨出し 
集熱用ガラスパネルの取付けに当たっては、パネル最下段の 

パネル固定金具水下側の位置を墨出しして決定します。 

 

墨出しの水上側基準位置 A（下図参照・パネルフレーム上端より 

10mm 水上）より 2082mm 下ったところに基準位置 B を測り 

出します。 

基準位置 B は最下段のパネル固定金具の水下側の基準位置となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準位置 A は上記実例図のように捨て水切りの立ち上がり部分となり、フレームパネル上端に

10mm のクリアランスを見ています。捨て水切りの通りが悪いとフレームパネルと接触することが

ありますので、最初に基準位置 A の通りを確認して、10mm 以上暴れがある場合は、必要に応じて

墨出し寸法 2082mm に数値を加算してください。 

パネル固定金具 

基準位置 A の実例 
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墨出しに際しては、墨つぼやチョークライン等による墨打ちより、下の写真のように水糸をしっかり

張り、ハゼの頂部に一か所ずつマーキングしていく方法をお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最下段パネル固定金具の取付け 
最下段のパネル固定金具の水下側を墨に合わせて取付けます。その際、縦ハゼへの取付けボルトの頭

は必ず東側に来るように取付けてください。 

縦ハゼへのパネル固定金具取付けボルトの締め付けトルクは 15Nｍです。 

必ずトルクレンチで全てのパネル固定金具の締め付けトルクの確認をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トルクレンチによる 

締め付けトルクの確認作業 

最下段のパネル固定金具取付け状況 
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ガラス受金具の取付け 
26 ページの金具配置図及び下図に基づきガラス受金具を取付けます。用意した垂木で長さ 640mm

の定規を作って、所定の位置にガラス受金具を取付けます。ガラス受金具はパネル固定金具より少し

少なめの締め付けトルク 10～12Nｍとなるよう、トルクレンチで全てのガラス受金具のトルク確認

を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残りのパネル固定金具の取付け 
墨出しして取付けた最下段のパネル固定金具を基準にして、「コ」の字断面の中間押え金物（P24 に

掲載）を定規にして残りのパネル固定金具を取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最下段のパネル固定金具 

L=640mm の定規 

ガラス受金具 

木製定規を使用したガラス受金具の設置方法 
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中間押え金物は 510mm ピッチでボルト穴が開いて 

いますので、先に取り付けた最下段のパネル固定金具 

のボルトを中間押え金物の穴に通し、上部の固定金具 

も同様に金物の穴に通して位置を決めて締め付けます。 

最上段のパネル固定金具は中間押えの金物を 1 段ずら 

して取付けます。 

金具締め付け後は全てのパネル固定金具をトルクレンチ 

で所定のトルク（15Nｍ）で締め付けられていることを 

確認してください。 

 

面戸板の取付け 
パネル固定金具とガラス受金具を装着したら、最下段のパネル固定金具のところに面戸板を取付けま

す。パネル固定金具のボルトに面戸板の穴を合わせ、面戸部分が水下になるように設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケラバ金物カバーの取付け 
西側ケラバ金物カバーの取付け 

ケラバ金物カバーは水上側の下地板金と干渉するところを切り落とし、もしくは折り曲げによる加工

を施します。水上部分の加工に当たっては、極力集熱ガラスパネル下の空気が外部に漏れないよう、

隙間が最小限になるよう加工してください。 
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西側ケラバ金物カバーはパネル固定金具のボルトに 

合わせて被せます。 

なお、ケラバ金物カバーの水上側上辺部は、東西共に 

水上から 70mm のところで切断してください。 

（パネル設置時にパッキン付き木部用ビスとの干渉 

を防ぐため） 

 

 

東側ケラバ金物カバーの取付け 

東側のケラバ金物カバーも西側同様水上部分の寸法 

調整加工を行います。 

東側のケラバ金物カバーは右の写真のようにパネル 

固定金具に挟み込むように取付けます。そのため、 

パネル固定金具を一度緩めますが、戻す際金物が 

ずれるので、予め屋根に金具の位置をマーキング 

してから作業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の写真のように固定金具類と水下の面戸板、ケラバ金物カバーを取付けたら、ガラスパネルの取付

け準備完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

東側 ケラバ金物カバー取付状況 
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ガラスパネルの取付け 
防水テープ確認 

パネル固定金具、ガラス受金具、面戸、ケラバカバーの 

取付けが完了したら、ガラスパネルの取付けを行います。 

設置に当たっては、再度パネル水上側裏面のビス打ち込 

み穴に両面接着のブチルゴム製の防水テープが貼付され 

ているか確認してください。 

パネル据え置きの際は必ず水上部裏面のブチルゴム製 

防水テープの剥離紙を剥がしてください。 

 

パネルの据え付け 

ガラスパネルは集熱面西側端部の「左ケラバ側 

パネル」から順次、屋根に置いていき、最後に 

東側端部の「右ケラバ側パネル」を置きます。 

 

 

 

 

パネル据え付けに際しては、事前にガラスパネル 

裏側のガラスを清掃しておき、据え置き直前に 

屋根鉄板も濡れ雑巾もしくはウエス等で清掃して 

ください。 

 

 

 

 

 

2 枚目以降のパネルは右側の写真のように水下側と 

東側端部を先に決めてからセットすると、スムーズ 

にパネルを装着できます。 

西側がきつい場合は、東側に押すと、パネルが少し 

東に動きます。西側は既存のパネルで固まって 

いるので動きません。 

 

 

ブチル両面接着防水テープ 
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中間押え金物の設置 

すべてのパネルを並べたら、「コ」の字断面の 

中間押え金物をパネルの間にセットし、パネル 

固定金具の上部のボルトに貫通させます。 

中間押え金物は少し長めにカットされている 

ので、上下両端を飲み込ませるため、上反り 

気味に装着するとスムーズに取付けられます。 

 

パネルの固定 

中間押え金物を装着したら、同梱されている 

専用ナットを取付けますが、必ず手作業で 

ナットを確実に固定金具のボルトのねじ山と 

噛み合わせた後、電動ドライバー等で締め 

付けてください。 

電動ドライバーのソケットの中にナットを 

入れてのめくら締めは、ねじ山を破損する 

恐れがありますので、絶対にやめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間押え金物 

手作業でのナットの取付け 

手作業でナット取付け後、 

電動工具によるナットの締付け 
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締め付けトルクの確認 

ナットの締め付け後はガラスパネルの全ての取付 

ナットに対して、トルクレンチで所定のトルク 

（15Nｍ）で締め付けられていることを確認して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

水上部分のビス固定 

ナットによるパネルの取付けの後、同梱の止水 

パッキン付きの木部用ビスで、パネル上部のビス穴 

から、パネル上部固定のためのビスを打ち込みます。 

その際、下地の板金にビスを貫通させる必要があり 

ますので、3mm 程度の金属用錐で下穴を開けてから 

取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

水上部分のコーキング 

パネルの水上側に約 10mm の隙間ができますので、その部分に雨水が回り込まないようコーキング

を施します。 

コーキングは 3 面接着にならないよう、 

底部にバックアップ材を装填してから 

行ってください。 

 

 

 

 

 

パッキン付き木部用ビス 
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コーキング材は屋根用のものをご使用ください。 

（一般的には変性シリコン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルの両端は、ビス穴から雨水が回り込まない 

よう右の写真のようにコーキング材で隙間をシール 

してください。 

 

 

 

 

 

 

棟包み板金の施工 

水上部分のコーキング後、前頁記載の水上のビスが 

露出しないように棟包み板金を取付けて、ガラス取付 

工事は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水上側端部のコーキング処理状況 



 

附属資料 

ガラスパネルの重量 
455 縦ハゼ用ガラスパネルと 333 縦ハゼ用ガラスパネルの列数別パネル総重量をご案内します。 
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次世代ソーラーシステム《そよ風》 

設計・工事 説明書 

（嵌合式縦ハゼ用ガラス押え金物編） 
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